
久
米
地
域
の
歴
史
や
自
然
等
を

冊
子
に
ま
と
め
、
小
・
中
学
校

の
総
合
学
習
で
の
活
用
や
学
生

お
よ
び
見
学
者
へ
の
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
と
お
し
て
、

後
世
に
伝
え
残
し
て
い
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

地
域
の
生
き
物
な
ど
を
解
説
す

る
自
然
講
座
を
開
催
し
た
ほ
か
、

集
中
曝
涼
で
利
用
す
る
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
内
外
か
ら

の
見
学
者
を
案
内
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
か
ら
集
め
た
明
治

か
ら
平
成
ま
で
の
産
業
、
文
化
、

祭
事
、
災
害
等
の
記
録
を
冊
子

と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

今
後
も
久
米
地
域
の
魅
力
を
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

歴史友の会 代表 佐藤 清さん

久米地域の歴史や文化を後世に伝承

市
民
協
働
推
進
課
（
内
線
2
1
7
・
2
1
8
）

集中曝涼で大学生が説明する際
に利用されました

地域の美術展では、過年度作成した冊子、古墳から出土した埴輪
やはじき等を展示しました

自然講座の様子

市民提案型まちづくり事業の申請団体を募集します！
市では、自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとする団体やグループを市民提案型
まちづくり事業として採択し、応援しています。日頃の思いやアイディアを生かし、仲間と一緒にまちづくりにチャ
レンジしてみませんか。皆さんの申請をお待ちしています。

＊市民活動ネットは、市ホームページ左下「関連リンク」からアクセスできます。
事業概要や過去採択団体の事業内容も掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

補助区分
対象者 ５人以上で構成され、その過半数が市内に居住、勤務または在学している団体等

申請方法 申請先に備え付けの書類に必要事項を記入の上、持参してください。
＊書類は「市民活動ネット」からもダウンロードできます。

地域の活性化や課題解決を目的に、団体等が自ら企画し、主体的に取り組むまちづくり事業対象事業

事業実施期間

はじめの一歩事業 市民提案型事業

補助金額
１団体につき上限１０万円
＊助成は一回限り。次年度以降は市民提案型事業
として申請可
交付の日から令和３年３月３１日まで

申請先 市役所本庁２階 市民協働推進課

申請期限 ４月１日（水）～３０日（木）

１団体につき上限３０万円
＊同一事業を継続する場合は３年度まで申請可

16



天
下
野
町
三
区
は
宿
場
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。
宿
場
の
中
心
か
ら
、

西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
愛
宕
神
社

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
愛
宕
神
社
は
、

永
享
2
（
１
４
３
０
）
年
建
立
の
御

所
山
恵
定
院
安
徳
寺
の
跡
の一
部
で
、

地
元
で
は
お
わ
だ
ご
様
と
呼
ば
れ
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

神
社
の
入
り
口
の
鳥
居
付
近
に
は
、

か
わ
い
ら
し
い
お
地
蔵
様
や
恵
比
寿

様
、
二
十
三
夜
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
向

か
っ
て
右
側
が
太
陽
、
左
側
が
月
を

現
し
た
よ
う
な
石
灯
籠
が
建
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
愛
宕
神
社
の
後
ろ
に
は
、
御

所
山
の
井
戸
と
呼
ば
れ
る
古
井
戸
が

あ
り
、
そ
の
井
戸
の
底
か
ら
人
の
声

が
聞
こ
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
天
下
野
の
七
不
思
議
の
う
ち
の

一つ
で
あ
る
と
と
も
に
、御
所
山
は「
御

所
山
の
晩
鐘
」
と
し
て
天
下
野
八
景

の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
天
下
野
町
三
区

紹介者
天下野町
神原 旭さん

ちょっと
寄り道

愛
宕
神
社

（
御
所
山
の
井
戸
）

エコミュージアム通信
文化課（☎72-3201）

こ
れ
ま
で
、道
の
途
中
に
障
害
物
等
が
あ

る
た
め
、遠
回
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
道

路
や
、道
幅
が
狭
く
車
２
台
が
す
れ
違
う

の
も
や
っ
と
と
い
う
道
路
の
整
備
工
事
。ま

た
、歩
行
者
も
安
全
に
快
適
に
通
行
で
き

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。公

共
工
事（
道
路
等
）を
主
と
し
、民
間
工
事

も
請
け
負
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、国
道
４
６

１
号（
上
高
倉
町
地
内
）の
道
路
拡
幅
・
新

設
、県
道
北
茨
城
大
子
線（
里
川
町
地
内
）

の
道
路
拡
幅
、国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス

（
磯
部
町
地
内
他
）の
道
路
・
交
差
点
拡
幅

の
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

社
員
数
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、地
域
に
愛
さ
れ
、地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
会
社
を
目
指
し
、瀬
谷
建
設
だ
か
ら
こ

そ
出
来
る
こ
と
、瀬
谷
建
設
で
な
け
れ
ば

出
来
な
い
こ
と
を
日
々
考
え
実
践
し
て
い

ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
、

必
要
と
さ
れ
る
会
社

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

瀬谷建設株式会社
本社：新宿町 564

《企業データ》
代表者：瀬谷実
資本金：2100万円
TEL：72-6500

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

愛宕神社
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高
柿
町
に
お
い
て
地
域
の
お
宝
（
地

域
資
源
）
を
、よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
地
元
の
方
々
が
お

宝
の
解
説
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

同
町
は
平
成
29
年
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
活
動
に
取
り
組
み
、
お
宝
さ

が
し
（
地
域
探
索
）
や
将
来
構
想
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
設
置
し
た
解
説
看
板
は
、「
金

砂
郷
護
国
神
社
」
や
「
高
柿
城
跡
」

な
ど
、
地
域
の
お
宝
14
カ
所
。
今
後

は
お
宝
を
案
内
す
る
看
板
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

上
河
合
町
で
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
地
域
内
外

か
ら
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
は
幸
久
小
学
校
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
河
合
神
社
や
枕
石
寺
な

ど
町
内
の
お
宝
を
巡
り
、
上
河
合
町

の
魅
力
を
満
喫
す
る
コ
ー
ス
。
ゴ
ー

ル
の
上
河
合
町
公
民
館
で
は
、
収
穫

体
験
で
自
分
の
手
で
掘
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
焼
き
芋
に
し
た
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
も
行
い
、
参
加
者

全
員
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た一日
で
し
た
。

エコミュージアム通信
文化課（☎72-3201）

ECOECO
トピックス

お
宝
解
説
看
板
を
設
置

高
柿
町

ECOECO
トピックス

秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら…

ハ
イ
キ
ン
グ
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

上
河
合
町
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天
下
野
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
天
下

野
町
三
区
は
、
か
つ
て
は
「
天

下
野
街
道
」
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。「
昔
は
こ
こ
に
多

く
の
職
種
の
店
が
そ
ろ
っ
て
い

た
」
と
い
う
地
元
の
方
の
お
話

し
の
と
お
り
、
今
で
も
そ
の
面

影
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
の
朱
色
の
大
鳥
居
の
ほ

か
、
幾
年
の
時
を
重
ね
て
き
た

神
社
や
お
地
蔵
様
な
ど
た
く
さ

ん
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

天
下
野
町
三
区
の
時
代
の
流
れ

を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
104

【
ス
タ
ー
ト
】

天
下
野

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▶

距
離
：
約
1.5
㎞

▶

時
間
：
約
１
時
間
 

天
下
野
町
三
区

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

お地蔵様❶

3尊のお地蔵様が赤い頭巾と前掛けをし
て並んでいます。道路の拡張工事のため、
平成5年にこの地へ移されたそうです。

素鵞神社❷

かつては、木のお神輿を川に流し、雨乞
いをしたそうです。地元では「天皇さん」
と呼ばれて親しまれています。

道祖神❸

この塔は道標を兼ねたもので、天下野町で唯
一の道祖神です。道祖神は道が分かれるとこ
ろにあり、疫病や災難などの村への侵入を防
ぐ神として祀られたほか、道路を守る神、旅
の安全を守る神として信仰されました。

二十三夜
供養塔

❹
高さ120cmほどの
花崗岩自然石でつ
くられた供養塔。
享和２（1802）年
に造立されたそう
です。

天下野宿の大鳥居❺

天下野の宿から登る「東金砂神社」の参
道入口に建つ木造の大鳥居です。竣工
は平成元（1989）年10月、総高10.7ｍ、
笠木の長さは14.5ｍもあります。

末廣稲荷❻

毎年地元でお祭りをし、大切にされていま
す。ご神木と思われる巨大なケヤキが、参
拝する人々を見守ってくれているようです。

道城の井戸❼

元禄9（1696）年、徳川光圀が天下野へ
立ち寄りお茶を飲んだ際に、この井戸の
水を特に褒められたと言われています。

至大子町

至常陸太田市街

至東金砂神社
山
田
川

33

案内してくれた
地元のみなさん

START&GOAL

天下野
地域交流センター
天下野町4848

❷

❸

❹

❺

❻❼

❶
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INFORMATION

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

行
政
や
金
融
機
関
が
還
付
金
等
の
受
け
取
り
の
た
め
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
行
う
よ
う
に
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。「
手
続
き
は
今
日
中
」
な
ど
と
せ
か
さ
れ
て
も
、

慌
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
周
囲
に
相
談
す
る
な
ど
、
冷
静
に

対
処
し
ま
し
ょ
う
。一度
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻
す
の

は
極
め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

市
役
所
か
ら
「
保
険
料
の
還
付
金
が
2
万
円
ほ
ど
あ
る
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。「
手
続
き
は
今
日
中
だ
が
、
取
引
銀

行
は
ど
こ
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
答
え
る
と
、「
銀
行
か
ら

電
話
を
さ
せ
る
」
と
言
っ
て
切
ら
れ
た
。
す
ぐ
に
銀
行
か

ら
電
話
が
あ
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で
待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
と
、「
急
用
で
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
電
話
で
手
続
き

を
案
内
す
る
」
と
言
わ
れ
、
指
示
通
り
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
た
。
そ
の

後
す
ぐ
に
通
帳
を
み
る
と
１
５
０
万
円
近
く
引
き
落
と
さ
れ
て
い
た
。

館内に吊るし飾りやひな人形などを飾ります。
◆とき：３月１日（日）～２２日（日）午前９時～午後５時
　（入館は午後４時３０分まで）
　＊月曜休館
◆ところ：郷土資料館梅津会館
◆会期中２つのワークショップを開催：
　●みんなで作るおひなさま…ひな人形のぬり絵に色を付けて会場に飾ります。
　●つまみ細工…好きな色の花びらを組み合わせて、オリジナルのつまみ細工が作れま
　　す（１つ１００円）。
◆特設雛飾り：モダンな建物「梅津会館」の前に華やかなお雛様が並び素敵なフォトスポッ
　トになります。
　●とき・ところ：３月８日（日）午前１０時～午後４時　梅津会館前　＊雨天中止
◆入館料：無料
◆問：郷土資料館梅津会館（72-3201）

企画展「梅津会館のひなまつり」

～和暦の時間が流れる街～第１２回スロータウン常陸太田ひなめぐり
◆とき：３月１日（日）～ 22日（日）
◆ところ：鯨ケ丘商店会・まいづる商店会・南口商店会・
　　　　　市役所ロビー・JR常陸太田駅ロビー　ほか
◆内容：各々思い出のおひなさまを約２００セット飾ります。
◆問：常陸太田市商工会（７２-５５３３）

「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
は
還
付
金
詐
欺
で
す
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常陸太田市からのお知らせ
地
域
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
た
め
、
学
校
の
活

動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
学
校
体
育

施
設
を
開
放
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
放
期
間
：
5
月
1
日
〜
令
和
3
年

4
月
30
日
（
年
末
年
始
・
卒
業
式
・
入

学
式
の
期
間
を
除
く
）

◆
開
放
す
る
学
校
：
全
小
中
学
校
（
水

府
小
・
中
学
校
を
除
く
）

◆
対
象
：
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
方
が
代
表
と
な
り
、
成
人
を
含
む
10

人
以
上
で
1
年
を
通
し
て
定
期
的
に
利

用
で
き
る
団
体
。

◆
受
付
期
限
：
2
月
28
日
（
金
）

◆
申
込
方
法
：
申
請
先
に
備
え
付
け
の

申
請
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（
73‐

0
0
9
0
）

◆
申
：
金
砂
郷
学
習
セ
ン
タ
ー
／
水
府

海
洋
セ
ン
タ
ー
／
里
美
学
習
セ
ン
タ
ー

佐
竹一族
が
居
住
し
た
馬
坂
城
の
遺
構
や

関
連
遺
跡
を
巡
り
ま
す
。

◆
と
き
：
３
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時

会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：

年
金
関
係
の
書
類
（
年
金
証
書
、
年
金
手
帳

等
、年
金
の
種
類・加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
０
２
９‐

２
３
１‐

２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内
線
１

１
７
・
１
１
８
）

〜
11
時
30
分

◆
集
合
場
所
：
天
神
林
町
集
落
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
物
：
飲
み
物

＊
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
：
３
月
６
日
（
金
）

◆
申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
馬
坂
城
址
保
存
会　
土
田

（
72‐

0
6
9
0
／

soichi@
ktj.biglobe.ne.jp

）

◆
と
き
：
３
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分
〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階  

大
会
議
室

◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、
社

市
立
学
校
体
育
施
設
利
用
団
体
の
登
録

年
金
相
談

馬
坂
城
址
ウ
ォ
ー
ク

市議会定例会のお知らせ
市議会３月定例会を、 次のとおり開催します。
＊３月定例会で審査される請願の提出期限は、 ２
月２５日（火）午後５時までです。
＊議会を傍聴することができます。
＊会議の日程・時間等は変更になることがあり
ます。
◆問：議会事務局（内線４３２・433）

＊休会日以外すべて午前１０時から開催

期日 議事予定

3月3日（火）

3月4日（水）

3月5日（木）

3月6日（金）

3月7日（土）～８日（日）

3月9日（月）

3月10日（火）

3月11日（水）

3月12日（木）

3月13日（金）

3月16日（月）

3月17日（火）

3月18日（水）

3月19日（木）

3月14日（土）～15日（日）

本会議
（開会・議案説明）

休会（議案調査）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

休会

本会議（議案質疑）

常任委員会（総務）

常任委員会（文教民生）

常任委員会（産業建設）

休会（議案調査）

休会

予算特別委員会

予算特別委員会

休会（議事整理）

本会議
（委員長報告・採決・閉会）

21 ● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111



中
身
の
残
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
は
、
ご
み
の
収
集
や
処
理
中
に

事
故
や
火
災
が
起
き
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
排
出
す
る
際
に
は
、
適
切
な
処
理

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
中
身
を
使
い
切
る

中
身
が
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
屋
外
の
風

通
し
の
よ
い
所
で
中
身
を
出
し
切
っ
て
く

だ
さ
い
（
中
身
が
空
に
な
っ
た
か
、
振
っ

て
音
を
確
認
す
る
）。

＊
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
に
取
扱
い
が
書
い
て

あ
る
場
合
に
は
、
記
載
事
項
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
ガ
ス
を
抜
く

火
気
の
な
い
屋
外
で
ガ
ス
抜
き
器
や
製
品

に
付
属
し
て
い
る
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
を
使
用
し
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
チ
エ

暮
ら
し
の
チ
エ

＊
火
気
周
辺
で
行
う
と
、
缶
か
ら
抜
け

た
ガ
ス
が
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
危
険

で
す
。
ま
た
屋
内
で
ガ
ス
抜
き
を
す
る

と
、
静
電
気
で
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ガ
ス
抜

き
や
穴
あ
け
は
必
ず

火
気
の
な
い
、
風
通

し
の
よ
い
屋
外
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
資
源
ご
み
に
出
す

資
源
ご
み
回
収
の
「
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー

ル
缶
」
の
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
く
は
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
参
考
：一般
社
団
法
人
日
本
エ
ア
ゾ
ー

ル
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｊ
）　

〜
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の

　
ガ
ス
抜
き
に
ご
協
力
を
！
〜

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の

適
切
な
処
理
方
法

ホームページは
こちら

佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
み

ん
な
で
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
男
子
も
多
く
加
入
し
、
昨
年
９
月
に
は

男
子
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
し
た
。
パ
ス

や
サ
ー
ブ
、
ア
タ
ッ
ク
な
ど
バ
レ
ー
の
基

本
と
な
る
動
き
を
基
礎
か
ら
練
習
し
、
競

技
を
通
し
て
協
調
性
を
学
び
、
心
身
と
も

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

オオタスポーツ

す
。
ま
た
、
技
術
の
向
上
や
友
だ
ち
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
市
内
外
の
他
チ
ー
ム
と

も
積
極
的
に
交
流
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

練
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
で
き
な
か
っ
た

技
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
試
合
で

勝
利
し
た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

基
礎
か
ら
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
心

者
の
方
で
も
大
歓
迎
！
ぜ
ひ一緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団毎週水・木曜日午後５時～７時、土・日曜日午前９時～午後４時

佐竹小学校体育館（平日）／金砂郷小学校体育館（土曜日）／
幸久小学校体育館（日曜日）　　　　　20人（男子8人、女子12人）
佐藤浩次（090-2748-4311）　 　　    平成４年

Team Data

活動日時
活動場所

会 員 数
設 立連 絡 先

vol.
56

環
境
政
策
課

（
内
線
１
０
９
）

22



23

はすみ保育園

今
日
は
ち
ょ
っ
と

素
敵
に
お
め
か
し
し
ま
し
た
♪

似
合
う
で
し
ょ
？

鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
～
！

み
ん
な
で
節
分
の

工
作
を
し
た
よ
！

世矢幼稚園



市内に住所を有する平成３１年４月生まれのお子さん（４月号掲載分）
３月１０日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

新成人を迎えた皆さんおめでとうございます。
１月１２日にパルティホールで開催された市成人式典では、皆さんの素敵な晴れ姿を見せて頂きました。
また、その前日には竜神大吊橋で新成人バンジーも行われ、思い思いの衣装で抱負を胸に勇気あるジャンプを魅せてくれました。
前途洋 た々る新成人の皆さんの活躍を、期待しています！

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！

おめでとうございます

はじめての
お誕生日

栗原埜花ちゃん2月3日生まれ／大里町

のか

赤須栞ちゃん2月13日生まれ／幡町

しおり

根本一叶ちゃん2月1日生まれ／西宮町

いちか

肥田依美里ちゃん2月6日生まれ／寿町

えみり
先崎燈くん2月12日生まれ／大里町

あかり 高橋沙和ちゃん2月12日生まれ／栄町

さわ

田中依緒莉ちゃん2月22日生まれ／塙町

いおり

肥田和佳奈ちゃん2月6日生まれ／寿町

わかな

田中凰誠くん2月22日生まれ／塙町

おうせい 藤田啓杜くん2月24日生まれ／新宿町

ひろと 會澤亜良太くん2月28日生まれ／新宿町

あらた

小倉龍二くん2月17日生まれ／薬谷町

りゅうじ

大森一華ちゃん2月22日生まれ／新宿町

いちか

山川琴春ちゃん2月19日生まれ／内堀町

ことは
鷹箸悠人くん2月20日生まれ／内堀町

ゆうと 荷見玲凪ちゃん2月21日生まれ／小中町

れな

2月で１歳です


